
金
揮
官
蹟
志
巻
叶
四
・

天
明
六
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
光
覚
寺
中
受
数
院
・
心
教
院
之
爾
寺

中
、
詩
地
之
内
に
建
立
有
之
底
、
後
退
時
。
と
あ
り
。

。
妙
普
山
善
導
寺

滞
土
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
舎
に
云
ふ
。
営
寺
開
基
旦
那
者
、
金

滞
尾
張
町
高
問
屋
次
郎
兵
衛
と
申
者
也
。
此
者
先
祖
小
西
次
郎
兵
衛

は
、
生
園
越
前
府
中
之
者
に
て
有
v
之
慮
、
高
徳
公
府
中
よ
り
被
=
召
遁
一

営
地
b
罷
越
.
薬
種
商
質
御
用
相
勤
。
瑞
能
公
御
家
督
後
‘
宮
山
・

高
岡
等
御
供
仕
、
御
用
相
勤
。
慶
長
丸
年
高
岡
に
て
病
死
仕
。
二
代

次
郎
兵
衛
金
調
印
へ
罷
越
、
尾
張
町
に
居
住
仕
。
微
妙
公
之
御
代
、
能

州
諸
橋
之
海
中
に
光
出
現
し
、
尉
之
面
一
面
網
に
て
引
揚
。
御
園
不

離
之
面
と
申
事
故
‘
不
思
議
に
乎
に
入
所
持
罷
在
に
付
、
藩
公
へ
指

上
皮
皆
奉
願
、
則
指
上
候
底
、
町
奉
行
葛
巻
隼
人
・
長
瀬
五
郎
右
衛

門
執
次
に
て
、
不
v
依
v
何
可
v
奉
v
願
皆
被
-
-
仰
波
二
守
屋
敷
拝
領
被
団
仰
付
-

候
は
ピ
一
字
建
立
仕
度
と
相
願
候
慮
、
則
願
之
渇
被
昌
仰
出
一
寛
永
十

六
年
山
之
上
町
の
内
歩
数
二
千
三
百
九
拾
七
歩
拝
領
被
昌
仰
付
一
・
寺
建

立
仕
候
。
右
地
方
御
事
行
衆
折
紙
子
v
今
所
持
仕
。
と
あ
り
。
右
折
紙

は
、
明
治
十
六
年
十
二
月
十
五
日
寺
中
よ
り
出
火
、
此
寺
共
に
類
焼

し
.
共
の
務
も
磁
ら
4
1
と
ぞ
。
さ
て
右
寺
建
立
の
来
陸
、
園
事
雑
抄

す
。
故
に
大
納
言
利
家
卿
、
い
ま
だ
府
中
械
に
ま
し
ま
せ
し
頃
、
薬

種
の
御
用
を
承
り
け
り
。
小
西
治
郎
兵
衛
元
砲
元
年
に
一
男
を
生

む
。
宜
名
を
治
三
郎
と
続
す
。
然
る
に
天
正
四
年
の
三
月
・
治
郎
兵

衛
病
に
ゐ
か
さ
れ
夜
す
o

子
v
時
治
三
郎
僅
比
六
歳
た
り
し
が
、
幼
少

に
て
父
母
に
分
れ
孤
児
と
成
り
‘
親
族
た
る
密
師
佐
藤
願
庵
方
へ
移

ト
住
し
‘
密
接
を
事
び
、
十
五
歳
の
春
小
西
宗
衡
と
名
乗
り
た
り
。
廿

三
哉
の
春
別
家
を
な
し
‘
亡
父
の
遺
跡
を
慕
ひ
て
薬
底
を
聞
き
・
之

を
家
業
と
も
仏
し
、
小
西
治
郎
兵
衛
と
改
稿
す
。
常
々
薬
師
如
来
を
信

仰
せ
し
ゅ
ゑ
‘
薬
師
の
寧
像
を
ぽ
感
得
し
・
此
像
を
安
置
し
て
殊
に

傘
崇
せ
し
慮
、
能
登
聞
に
至
り
、
臭
郡
前
波
村
道
化
山
の
向
う
の
出

崎
た
る
浅
越
に
、
諸
橋
の
一
本
木
と
て
名
高
き
鰹
木
あ
り
。
此
下
た

る
海
岸
に
翁
の
商
あ
り
。
此
面
は
住
吉
の
御
作
に
し
て
、
白
髭
明
品
仰

の
隼
面
・
な
り
。
故
有
り
て
此
浦
に
沈
み
け
る
事
年
久
し
。
今
放
に
結

線
し
給
ふ
傘
面
な
れ
ば
‘
今
容
共
所
に
至
る
ぺ
し
と
、
謡
の
聾
の
如

〈
聞
え
.
且
光
明
の
奇
瑞
あ
り
て
‘
鍾
臥
刷
新
た
友
る
告
を
蒙
り
け
る

ゆ
ゑ
、
道
化
山
の
尾
崎
怠
る
潰
漣
に
到
り
窺
ひ
け
る
庭
、
夜
五
つ
時

頃
、
不
思
議
友
る
哉
岩
聞
に
諮
の
聾
有
り
て
光
を
放
ち
給
ふ
。
宗
痛

薬
師
如
来
の
鑑
託
を
感
得
せ
し
に
遣
は
ざ
れ
ば
、
一
人
の
男
子
を
額

金
揮
官
蹟
志
一
審
骨
四

ニ・式一

に
は
、
御
家
に
有
v
乏
白
畿
の
商
は
、
能
州
宮
本
浦
松
が
下
に
大
減
岩

の
根
に
は
さ
ま
り
、
蕊
屑
に
か
h
り
有
v
之
を
、
海
人
海
底
よ
り
取
上

げ
た
り
。
折
節
金
津
の
町
人
高
問
屋
某
と
い
ふ
者
参
り
懸
り
.
烏
目

二
質
文
に
貿
諦
候
て
、
微
妙
公
へ
指
上
げ
た
り
。
公
茜
御
事
悦
遊
さ

れ
、
御
褒
美
に
何
に
て
も
笠
候
様
被
=
仰
出
-
慮
、
他
国
民
て
求
め
た

る
物
に
て
も
無
a

御
座
一
御
領
固
に
て
取
上
げ
た
る
品
に
候
へ
ば
.
只

指
上
度
皆
申
上
げ
L

る
庫
、
方
怠
る
申
ゃ
う
也
。
そ
れ
と
も
何
に
て

ヘ
ヤ
』
一
》

も
望
候
様
に
て
被
昌
仰
出
-
故
、
左
候
は
ど
私
設

τよ
り
檀
那
寺
一
・
寺

建
立
仕
度
、
何
卒
寺
地
葬
領
仕
度
回
目
奉
v
願
慮
、
則
願
之
遇
寺
地
拝
領

被
=
仰
付
一
永
代
相
違
有
v
之
問
敷
皆
被
a
仰
出
一
高
道
油
木
山
の
下
に
て

被
v
下
v
之
。
則
寺
建
立
致
し
、
親
之
法
名
を
ぽ
寺
鋭
に
仕
、
普
事
寺
と

践
す
。
今
之
山
之
上
町
善
導
寺
目
克
也
u

と
い
へ
り
。
叉
善
導
寺
開
山

生
蓮
枇
良
往
露
滴
上
入
、
明
暦
元
年
五
月
七
日
入
窓
、
開
基
小
西
宗

務
寛
永
廿
年
正
月
九
日
寂
す
と
、
普
噂
寺
記
に
記
載
せ
り
。
倫
共
の

創
立
の
来
隠
等
の

E
細
は
、
薬
師
総
記
陀
一
服
せ
た
り
。

。
善
導
寺
漢
師
如
来
並
白
鐙
面
来
歴

妙
音
山
猿
師
縁
記
に
一
宮
ふ
。
拾
に
小
西
宗
衡
と
-X
ふ
あ
り
。
父
は
小

西
治
郎
兵
衛
と
い
へ
り
。
越
前
園
府
中
に
居
住
し
.
築
庖
を
家
裁
と

み
、
一
本
木
の
下
に
て
牢
商
を
得
た
り
け
り
。
彼
諮
の
普
聾
を
聞
き

得
け
る
に
、
則
自
髭
の
諮
官
た
り
し
か
ぽ
、

A
A
白
髭
明
紳
の
掌
商
た

り
し
と
と
知
ら
れ
、
且
沫
を
吹
き
融
制
ひ
給
ふ
ゆ
ゑ
に
、
沫
吹
の
掌
面

と
ぞ
稀
し
け
る
。
頃
は
寛
永
十
三
年
九
月
の
事
怠
り
し
が
、
同
十
八

日
の
瞬
、
小
西
家
樹
念
ぎ
金
津
へ
来

p
.
詳
か
に
共
次
第
を
御
聴
に

建
し
・
彼
隼
商
を
ぽ
献
上
た
し
奉
り
け
り
。
太
守
聞
召
さ
れ
甚
だ
大

慌
し
給
ひ
‘
御
秘
識
あ
ら
せ
ら
れ
、
御
喜
悦
の
飴
h
p
、
小
西
山
一
京
嫡
儀

盤
の
趣
あ
ら
ば
可
=
申
出
-
旨
・
町
奉
行
葛
巻
隼
人
・
長
瀬
五
郎
布
衛
門

を
以
て
、
御
懇
の
御
意
を
譲
り
け
り
。
宗
粛
夢
有
存
じ
奉
り
‘
撃
の

儀
無
国
御
座
-
回
目
申
上
け
る
慮
、
い
づ
れ
も
奉
v
願
候
へ
と
の
御
事
た
る

ゆ
ゑ
.
左
侯
は
ピ
何
と
ぞ
一
寺
を
建
立
し
て
天
下
泰
卒
国
家
安
全
を

祈
り
申
度
、
就
て
は
お
寺
地
拝
領
仕
度
皆
言
上
す
。
太
守
聞
召
さ
れ
・

4

ん
之
願
な
り
と
御
瀦
焼
遊
ば
さ
れ
、
則
卯
辰
高
遭
遇
り
油
木
山
の
内

三
千
歩
拝
領
仰
付
け
ら
れ
た
り
。
宗
粛
甚
だ
獄
菩
し
、
顕
一
・
寺
建
立

の
催
し
を
注
し
け
る
.
庭
、
寛
永
十
六
年
の
春
、
地
方
御
奉
行
近
藤
新

左
衛
門
・
別
所
勘
方
街
門
・
坂
悶
源
兵
衛
検
分
に
て
寺
地
打
渡
さ
れ
・

拝
領
の
寺
屋
敷
を
諦
取
り
け
り
。
さ
て
念
願
の
如
ぐ
一
寺
を
創
立
し

て
.
別
に
小
堂
を
治
立
し
‘
霊
悌
の
薬
師
如
来
・
十
二
紳
助
肘
の
隼
像

ニ・七




